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T01 セーフティーガイド
ヤマハ製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。本製品は、鍵盤や外装が木材由来の素材で
作られた電子ピアノです。木のぬくもりを感じながら、演奏したり曲を聴いたりしてお楽しみください。
ご使用の前に、必ず本書と別紙 「クイックガイド」をよくお読みください。本書とクイックガイドは、お読み
になったあとも、いつでも見られるところに大切に保管してください。

ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくご使用いただき、お客様やほかの方々への危害や財産への
損害を未然に防止するためのものです。必ずお守りください。
お子様がご使用になる場合は、保護者の方が以下の内容をお子様にご徹底くださいますようお願いいたします。

安全上のご注意
ご使用の前に、必ずこの「安全上のご注意」をよくお読みください。

記号表示について
この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のような意味があります。

注意喚起を示す記号 禁止を示す記号 行為を指示する記号

「警告」「注意」について
誤った取り扱いをすると生じることが想定される内容を、危害や損害の大きさと切迫の程度を区分して掲載し
ています。

 警告  「死亡する可能性または重傷を負う可能性が想定される」内容です。

電源

禁止

 電源コードをストーブなどの熱器具に近づけたり、無理に曲げたり、傷つけたりしない。
また、電源コードに重いものをのせない。
電源コードが破損し、感電や火災の原因になります。

禁止

 雷が鳴っているときは、本製品や電源プラグに触らない。
感電の原因になります。

必ず実行

 電源は必ず交流 100V を使用する。
エアコンの電源など交流 200Vのものがあります。誤って接続すると、火災、感電、または故障の原
因になります。

必ず実行

 電源アダプター / 電源コードは、必ず付属のものを使用する。
火災、やけど、または故障の原因になります。

禁止

 付属の電源アダプター / 電源コードをほかの機器に使用しない。
火災、やけど、または故障の原因になります。

必ず実行

 電源プラグを定期的に確認し、ほこりが付着している場合はきれいに拭き取る。
ショートして火災や感電の原因になります。

必ず実行

 電源プラグは、コンセントの奥まで確実に差し込む。
差し込みが不十分のまま使用すると感電したり、プラグにほこりが堆積したりして火災ややけどの原
因になります。

必ず実行

 電源プラグは、見える位置で、手が届く範囲のコンセントに接続する。
万一の場合、電源プラグを容易に引き抜くためです。 電源を切った状態でも電源プラグをコンセン
トから抜かないかぎり電源から完全に遮断されません。

禁止

 たこ足配線をしない。
音質が劣化したり、コンセント部が異常発熱したりして火災の原因になります。

必ず実行

 電源プラグを抜くときは、電源コードを持た
ずに、必ず電源プラグを持って引き抜く。
電源コードが破損して、感電や火災の原因になる 
ことがあります。

電源プラグ
を抜く

 長期間使用しないときは、必ずコンセントから電源プラグを抜く。
火災や故障の原因になります。

分解禁止

禁止

 本製品を分解したり改造したりしない。
感電や火災、けが、または故障の原因になります。本製品の内部には、
お客様が修理や交換できる部品はありません。 

水に注意

禁止

 • 浴室や雨天時の屋外など湿気の多いところや水がかかるところで使用しない。
 • 本製品の上に花瓶や薬品など液体の入ったものを置かない。
 • 電源アダプターは、室内専用のため屋外では使用しない。

内部に水などの液体が入ると、火災や感電、または故障の原因になります。

禁止

 ぬれた手で電源プラグやペダルユニットのプラグを抜き差ししない。
感電のおそれがあります。

火に注意

禁止

 本製品の近くで、火気を使用しない。
火災の原因になります。

ワイヤレス機器

禁止

 • 医療機器の近くなど、電波の使用が制限された区域で使用しない。
 • 心臓ペースメーカーや除細動器の装着部分から15 cm 以内で使用しない。

本製品が発生する電波により、動作に影響があるおそれがあります。

接続

必ず実行

 接続する機器のマニュアルを必ず読み、記載されている内容に従う。
従わない場合、火災、発熱、破裂、故障の原因になる可能性があります。

椅子

禁止

 滑りやすい床面や平らでない床面で椅子を使用しない。
椅子が転倒して、お客様やほかの方々がけがをするおそれがあります。

禁止

 椅子で遊んだり、椅子を踏み台にしたりしない。
椅子が転倒したり壊れたりして、お客様がけがをする原因になります。

禁止

 椅子には 2 人以上で座らない。
椅子が転倒したり壊れたりして、お客様がけがをする原因になります。

必ず実行

 椅子のネジを定期的に締め直す。
椅子を長期間使用すると、椅子のネジがゆるみ、お客様がけがをする原因になります。ネジがゆる
んだ場合は、工具で締め直してください。

必ず実行

 小さなお子様の後方への転倒に注意する。
椅子には背もたれがないため、後方へ転倒してけがをするおそれがあります。

異常に気づいたら

必ず実行

 下記のような異常が発生した場合、すぐに電源を切り、電源プラグをコンセントから抜く。
• 電源コード/ プラグが破損した場合
• 製品から異常なにおいや煙が出た場合
• 製品の内部に水や異物が入った場合
• 使用中に音が出なくなった場合
• 製品に亀裂、破損がある場合 
そのまま使用を続けると、感電や火災、または故障のおそれがあります。至急、お買い上げの販売
店または別紙「クイックガイド」に記載のヤマハ修理ご相談センターに点検や修理をご依頼ください。

 注意  「傷害を負う可能性が想定される」内容です。

設置

禁止

 不安定な場所や振動の多い場所に置かない。
本製品が転倒して故障したり、けがをしたりする原因になります。

必ず実行

 地震のときは、本製品から離れる。
地震による強い揺れで動いたり転倒したりして、けがをするおそれがあります。

必ず実行

 楽器本体を持ち上げて運ぶ場合は、必ず 2 人以上で行う。
１人で無理に持ち上げると、腰を痛めるおそれがあります。また、楽器が落下してけがや破損の原因
になります。

必ず実行

 本製品を移動する前に、必ずすべての接続ケーブルを外す。
ケーブルをいためたり、お客様やほかの方々が転倒したりするおそれがあります。

接続

必ず実行

 ほかの機器と接続する場合は、すべての電源を切ってから行う。また、電源を入れたり切っ
たりする前に、必ずすべての機器の音量 (ボリューム) を最小にする。
聴覚障害、感電または機器の損傷の原因になります。

必ず実行

 演奏を始める前に機器のボリュームを最小にし、演奏しながら徐々にボリュームを上げ
て、適切な音量にする。
聴覚障害または機器の損傷の原因になります。

取り扱い

禁止

 本製品のすき間やペダルの下に手や指を入れない。
お客様がけがをするおそれがあります。



禁止

 本製品のパネルや鍵盤のすき間から金属や紙片などの異物を
入れない。
火災、感電、故障や動作不良の原因になります。

禁止

 本製品の上にのったり重いものをのせたりしない。また、ボタンやスイッチ、入出力端子
などに無理な力を加えない。
製品が破損したり、お客様やほかの方々がけがをしたりする原因になります。

禁止

 大きな音量で長時間使用しない。
聴覚障害の原因になります。特にヘッドホンを使用する場合はご注意
ください。万一、聴力低下や耳障りを感じた場合は、専門の医師に
ご相談ください。

必ず実行

 本製品のお手入れをするときは、必ずコンセントから電源プラグを抜く。
感電の原因になります。

椅子

禁止

 椅子に座ったままで椅子の高さを調節しない。
高低調節機構に無理な力が加わり、高低調節機構が壊れたり 
お客様がけがをしたりする原因になります。

禁止

 椅子の可動部のすきまに手を入れない。
手をはさんでけがをすることがあります。

● データが破損したり失われたりした場合の補償はいたしかねますので、ご了承ください。
● 不適切な使用や改造により故障した場合の保証はいたしかねます。

使用後は、必ず電源を切りましょう。
[P](スタンバイ/オン)スイッチを切った状態 ( 電源ランプが消えた状態 )でも微電流が流れています。[P](ス
タンバイ/オン)スイッチが切れているときの消費電力は、最小限の値で設計されています。この製品を長時
間使用しないときは必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。

高調波電流規格　JIS C 61000-3-2 適合品

(DMI-11)

使用上のご注意
「故障、損傷や誤動作、データの損失の発生が想定される」内容です。以下の内容をよく読んでお使いください。

 ■ 製品の取り扱いに関する注意
• テレビやラジオ、ステレオ、携帯電話など他の電気製品の近くで使用しないでください。楽器本体または

テレビやラジオなどに雑音が生じる場合があります。
• スマートフォン、タブレット端末などのスマートデバイスのアプリと一緒に使用する場合は、通信によるノイ

ズを避けるためスマートデバイスの機内モードをオンにして使うことをおすすめします。Bluetooth® で楽器
と接続する場合は、スマートデバイスの Bluetooth® の設定がオンであることを確認してから接続してくだ
さい。

• 直射日光のあたる場所やストーブの近くなど極端に温度が高くなるところ、逆に温度が極端に低いところ、
また、ほこりや振動の多いところで使用しないでください。本体が変形 / 変色したり、内部の部品が故障
したり、動作が不安定になったりする原因になります(5℃～ 40℃の範囲で動作することを確認しています )。

• 本製品の上にビニール製品やプラスチック製品、ゴム製品などを置かないでください。本製品が変色 / 変
質する原因になります。

• 本製品の表面に金属、陶器、その他硬い物を当てないでください。表面に傷がついたり、へこんだりする
原因になります。

• 椅子の脚で床やたたみを傷つけないよう注意してご使用ください。椅子を動かすときは、引きずらず、必ず
持ち上げてください。

• ペダルユニットを動かすときは、必ずペダルユニットを持ち上げてください。ペダルユニットを引きずると、
底面が破損したり、床を傷つける原因になります。

• ペダルユニットのプラグを抜くときは、コードを持たずに必ずプラグを持って抜いてください。コードの破
損や断線の原因になります。

 ■ 製品のお手入れに関する注意
• お手入れの際は、乾いた柔らかい布をご使用ください。ベンジンやシンナー、アルコール、洗剤、化学ぞ

うきんなどは、変色 / 変質する原因になりますので、使用しないでください。
• ほこりや汚れは、柔らかい布で軽く拭き取ってください。強く拭くと、ほこりの粒子で製品の表面に傷が 

つく場合があります。
• 鍵盤には木材を使用しているため、時間の経過とともに色味の変化が見られます。風合いの変化をお楽し

みください。強くこすると、風合いを損なう原因となりますのでご注意ください。
• 鍵盤以外の木部 ( 本体、椅子、ペダルユニット、譜面立て) のお手入れには、木部用ワックス( 天然系、 

合成樹脂いずれも可 )、乾性油またはこれらをベースとした着色塗料を使うことで、つやを与えることがで
きます。柔らかい布で薄く塗り、その後、余分な油を拭き取ってから、乾いた柔らかい布で拭いてください。

• 椅子の座面のお手入れには、水を含ませた柔らかい布を固くしぼってご使用ください。その後、乾いた柔
らかい布で拭いてください。

• 極端に温湿度が変化すると、表面に水滴がつく( 結露する)ことがあります。水滴をそのまま放置すると、
木部が水分を吸収して変形する原因になります。水滴がついた場合は、柔らかい布ですぐに拭きとってくだ
さい。

• ペダルの金属部分は一般的なアコースティックピアノ同様、経年変化によって変色することがあります。 
その際はピアノ用コンパウンドを楽器店などでお買い求めいただき、使用上の注意をよく確認してご使用く
ださい。なお、ペダルの金属部分以外にはコンパウンドを使用しないでください。製品が変質する原因に
なります。

お知らせ
 ■ データの著作権に関するお願い

本製品に搭載されている「コンテンツ」*1 の著作権は、ヤマハ( 株 )もしくはその著作権者に帰属します。私的
使用のための複製など著作権法上認められている場合を除いて、権利者に無断で「複製または転用」*2 する
ことは禁じられています。ご使用時には、著作権の専門家にご相談されるなどのご配慮をお願いします。
なお、製品本来の使用を通して、上記コンテンツを使用した音楽制作や演奏を行い、それらを録音して配布
する場合、配布方法が有償、無償を問わずヤマハ( 株 ) の許諾は必要ありません。
*1： 「コンテンツ」には、コンピュータープログラム、サウンドデータ、伴奏スタイルデータ、MIDI データ、WAVEデータ、

音声記録データ、楽譜や楽譜データなどを含みます。

*2： 「複製または転用」には、この製品に内蔵または同梱されたコンテンツそのものを取り出すこと、もしくは酷似した形
態で記録 / 録音して配布することを含みます。

 ■ 製品に搭載されている機能 /データに関するお知らせ
• 内蔵曲は、曲の長さやイメージが原曲と異なる場合があります。
• 本製品には、XGフォーマット以外の音楽 / サウンドデータを扱う機能があります。その際、元のデータを

この楽器に最適化して動作させるため、オリジナルデータ( 音楽 / サウンドデータ) 制作者の意図どおりに
は再生されない場合があります。ご了承ください。

  T-2490054 

 ■ オープンソースソフトウェアに関するお知らせ
本製品のファームウェアにはオープンソースソフトウェアが含まれています。各オープンソースソフトウェアの
著作権情報と使用条件は、下記ウェブサイトの「資料 /データ」から確認できます。
サポート・お問い合わせ
https://jp.yamaha.com/support/

 ■ 本書とクイックガイドの記載内容に関するお知らせ
• 本書とクイックガイドに掲載されているイラストは、すべて説明のためのものです。
• Apple、Lightning は、米国および他の国々で登録された Apple Inc.の商標です。
• Bluetooth® ワードマークおよびロゴは登録商標であり、Bluetooth SIG, Inc. が所有権を有します。ヤマ

ハ株式会社は使用許諾の下でこれらのマークおよびロゴを使用しています。

• MIDI は一般社団法人音楽電子事業協会 (AMEI) の登録商標です。
• その他、本書に記載されている会社名および商品名等は、各社の登録商標または商標です。

 ■ 調律について
調律の必要はありません。電源を入れるといつでも正しいピッチ ( 音の高さ)でお使いいただけます。

主な仕様

品名 電子ピアノ

寸法 
( 幅×高さ×奥行き)

本体 ( 譜面立てを除く): 1,351 mm × 769 mm × 359 mm
本体 ( 譜面立てを含む): 1,351 mm × 942 mm × 363 mm
椅子 : 560 mm × 480 ～ 560 mm × 312 mm
ペダルユニット: 330 mm × 104 mm × 180 mm

質量 本体 : 31.9 kg、譜面立て: 1.2 kg、椅子 : 11.9 kg、ペダルユニット: 2.9 kg

鍵盤 グランドタッチ - エス™鍵盤、グラナディラ WFM( 木質流動成形 )、エスケープメント付き

ピアノ音源 ヤマハ CFX サンプリング、ベーゼンドルファー インペリアルサンプリング

音色 最大同時発音数 : 256、音色数 : 10

内蔵曲数 ピアノ曲 (クラシック、ポップス、イベント) 60 + 音色デモ 10

Bluetooth 接続 オーディオ( 対応プロファイル: A2DP、対応コーデック: SBC)
MIDI (Bluetooth Low Energy MIDI Specification に準拠 )

接続端子 ヘッドホン × 2、AUX IN、AUX OUT (L/L+R、R)、USB TO DEVICE (Type A)、 
USB TO HOST (Type C)、DC IN (16V)、ペダルユニット

音響 アンプ出力 : (20 W + 6 W) × 2
スピーカー : ((12 cm × 6 cm) + 2.5 cm (ドーム型 )) × 2

電源部 電源アダプター : PA-300C (出力 : DC 16 V、2.4 A)、消費電力 : 18 W

付属品 クイックガイド( 兼保証書 )、セーフティーガイド、製品登録のご案内、譜面立て、椅子、 
ペダルユニット、電源コード/ 電源アダプター PA-300C

別売品 ヘッドホン HPH-150/HPH-100/HPH-50、ペダルユニット FC35、電源アダプター PA-300C

* 本書は、発行時点での最新仕様で説明しています。最新でより詳細な仕様は、ヤマハウェブサイトでご確認ください。

機種名 ( 品番 )、製造番号 (シリアルナンバー )、電源条件などの情報は、
製品の底面にある銘板または銘板付近に表示されています。製品を紛失し
た場合などでもご自身のものを特定していただけるよう、機種名と製造番
号については以下の欄にご記入のうえ、大切に保管していただくことをお
すすめします。

機種名

製造番号

(1003-M06 plate bottom ja 01)

銘板は製品の底面にあります。

〒430-8650 静岡県浜松市中央区中沢町 10-1

https://jp.yamaha.com/support/

